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New Apple Cultivar'Kitaro' 
Junichi SoEJIMA, Yoshio Y osHIDA, Tadayuki HANIUDA, Hideo BEssHo, Tetsuo MASUDA, Sadao KoMORI, 
Shichiro TsucHIYA, Yuji !To, Tetsuro SANADA, Kazuyuki ABE, 
Yoshiki KASHIMURA and Nobuhiro KoTODA 
Apple Research Division, NARO Institute of Fruit Tree Science 
National Agriculture and Food Research Organization 
Shimokuriyagawa, Morioka, Iwate 020-0123, Japan 
Summary 
'Kitaro'is a midseason, medium-sized yellow apple (Malus pumjfa Mill.) released in 1997 by the 
National Institute of Fruit Tree Science (NIFTS), Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries. 
'Kitaro'originated from a cross of'Fuji'X'Hatsuaki'made in 1976. The tree was first selected based on 
its fruit quality and growth habit in 1986, and was subjected to the regional trial as selection number 
Apple Morioka No.52 from 1989, conducted at 19 research sites in 14 prefectures in Japan. It was ulti-
mately selected and released as'Kitaro'in 1997, and registered as No.8222 under the Plant Variety 
Protection and Seed Act of Japan on July 31, 2000. 
The'Kitaro'fruit ripens in mid-October at NIFTS in Morioka, about one week earlier than'Golden 
Delicious'. The shape of the fruit is oblate, medium size weighing an average of 266 g at Morioka, a size 
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similar to'Golden Delicious'. The fruit has a light greenish-yellow surface color at harvest time with a 
dull pink blush on the side exposed to intense sunlight and some skin russet mainly around the calyx 
end and on the cheeks. Cracking at the stem end occasionally occurs to some extent. The fruit quality is 
excellent, slightly coarse, firm, crisp and juicy. The mean soluble solids content (Brix) and titratable 
acidity as malic acid in juice are 15.7% and 0.51 g/100 ml, respectively. The fruit has a rather good shelf 
life and maintains its firmness and crisp texture in refrigerated storage for about 3 months. 
The tree is medium in vigor, spreading in shape and moderately productive, blooming about 4 days 
later than'Fuji'. Since the Sgenotype of'Kitaro'is S. ふ itis cross-compatible with major commercial 
cultivars.'Kitaro'has a tendency to preharvest drop and is resistant to Alternaria leaf spot. 
Key words: Malus pumila, new cultivar, fruit breeding, storage 
緒 iヨ
1970年代まで海外からの導入品種が主体となってい
たわが国のリンゴ (Maluspumila Mill.)の品種構成は，
1980年代以降は国内で新たに育成された品種を中心と
した構成に大きく変化し，早生では ‘つがる''晩生で
は‘ふじ’が主要品種として普及した（山田， 1986; 
吉田，1989; 副島， 1997).特に‘ふじ＇は食味の良さ
と優れた貯蔵性によって消費者，生産者から歓迎され，
1989年以降は リンゴ全出荷量の50%以上を占め，わが
国で最も重要な経済品種になるとともに，海外でもそ
の生産が増加している (O'Rourke,1998 ; O'Rourke et 
al., 2003). 
近年におけるリンゴの品種構成の変化には国公立試
験研究機関による品種改良の成果が大きく寄与してお
り，平成18年度特産果樹生産動態調査（農林水産省生
産局生産流通振興課，2009)によると ，生産比率では国
内で育成された品種が89%を占めている。
果樹研究所におけるリンゴの育種は，農林省園芸試
験場東北支場（現独立行政法人 農業 ・食品産業技
術総合研究機構果樹研究所リンゴ研究拠点）において
1939年から開始され，1991年までに‘ふじ'' 'さんさ'
など8品種が育成された（定盛ら ，1963; 定盛ら，
1973 ; 吉田ら，1978; 吉田ら， 1982; 吉田ら，1985a; 
吉田ら，1985b; 吉田ら，1988; 吉田ら， 1991).
リンゴの中生品種としては，大正時代から 1970年頃
までは明治時代初期に米国から導入された‘紅玉’が，
また，その後1971年から 1986年頃までは‘デリシャス'
の枝変わり品種が多く栽培され（山田，1986), それぞ
れ結果樹面積の約20~40%を占めたが，今日では両品
種ともその生産割合は1%前後に低下している．近年，
中生品種としては ‘ジョナゴールド’の生産が最も多
く， リンゴ全体の8%前後を占めるが，その他の中生品
種の普及率は低い．米国から導入された ‘ジョナゴー
ルド＇は豊産性で食味の優れた品種であるが ，やや酸
味が強く，また，貯蔵中に果皮に脂質が発生しやすく ，
日持ち性がやや劣るため，今日では漸減傾向にある．
そのため，現在は中生の基幹品種を欠いており ，早急
にそれを育成する必要がある．農林省果樹試験場盛岡
支場（現独立行政法人 農業 ・食品産業技術総合研
究機構果樹研究所リンゴ研究拠点）のリンゴ第4次育種
試験においては，果実品質が優れ，生産力の高い中生
の優良品種育成に取り組み，‘きたろう＇を育成したの
で，その育成経過と特性の概要を報告する．
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育成経過
リンゴ第4次新品種育成試験は，生食および加工用途
に適した中生優良品種の育成並びに日持ち性のある早
生品種の育成を目的として 1976年から開始され，交雑
親に第1次および第2次新品種育成試験において育成さ
れた ‘はつあき＇と‘きたかみ’を主に用いた 1976
年には‘はつあき＇と主要経済品種との 8組合せ，1981
~ 1982年には‘きたかみ’を中心とした56組合せの交
雑を行い，合計4,445個体の交雑実生を養成した．
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本品種は農林省果樹試験場盛岡支場（現 独立行政
法人 農業 ・食品産業技術総合研究機構果樹研究所リ
ンゴ研究拠点）において1976年に実施した‘ふじ'X
‘はつあき’の交雑によって得られた実生127個体の中
から選抜されたものである (Fig.1). 交雑によって獲得
した種子は 1977年に播種し，結実促進を図るため，
1978年に極わい性台木のM.27に接ぎ木して苗木を養成
した 1980年に列間1m, 樹間lmの2列植えとし， 2列
毎に列間隔を4mとして選抜圃場に定植した個体番号
は4-512である. 1984年に初結実し， 1986年に中生の優
良個体として一次選抜した. 1989年からリンゴ盛岡52
号の系統名でリンゴ第4 回系統適応性 • 特性検定試験に
供試し， 14道県19か所で地域適応性を検討した．その
結果，平成8年度果樹系統適応性 • 特性検定試験成績検
討会（寒冷地果樹， 1997年2月）において新品種候補に
ふさわしいとの合意が得られ，さらに同年2月に開催さ
れた平成8年度果樹試験研究推進会議において新品種候
補とすることが決定され， 1997年3月に農林水産省育成
作物新品種命名登録規程（昭和43年農林省訓令第40号）
に基づく命名登録出願および種苗法に基づく品種登録
出願を行った．その結果， 1997年8月19日付けで‘き
たろう＇と命名され ，りんご農林12号として公表され
た（副島ら，1998). また， 2000年7月31日付けで種苗
法に基づき登録番号第8222号として品種登録された．
なお，品種名は黄色いリンゴであることから連想し
た「黄太郎」に因み，合わせて北海道などの寒冷地で
普及が期待される意味も込められている．
本品種の系統適応性検定試験および特性検定試験を
実施した機関は以下のとおりである．
系統適応性検定試験実施機関（機関名は系統適応性
検定試験終了時の名称） ：北海道農業試験場（現 独
立行政法人 農業 ・食品産業技術総合研究機構北海道
農業研究センター），北海道立中央農業試験場（現 地
方独立行政法人 北海道立総合研究機構農業研究本部
中央農業試験場），青森県りんご試験場（現 地方独立
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Fig. 1. Pedigree of the'Kitaro'apple. 
行政法人 青森県産業技術センターりんご研究所），岩
手県園芸試験場（現 岩手県農業研究センター），宮城
県園芸試験場（現 宮城県農業 ・園芸総合研究所），秋
田県果樹試験場（現 秋田県農林水産技術センター果
樹試験場），秋田県果樹試験場鹿角分場（現 秋田県鹿
角地域振典局農林部農業振典普及課果樹産地支援班），
山形県立園芸試験場（現 山形県農業総合研究センタ
ー園芸試験場），福島県果樹試験場（現 福島県農業総
合センター果樹研究所），福島県果樹試験場会津試験地
（現 福島県農業総合センター会津地域研究所），栃木
県農業試験場，群馬県園芸試験場北部分場（現 群馬
県農業技術センター中山間地園芸研究センター）， 山梨
県果樹試験場，長野県果樹試験場，長野県南信農業試
験場，富山県農業技術センター果樹試験場（現 富山
県農林水産総合技術センター園芸研究所果樹研究セン
ター ），石川県農業総合研究センター，徳島県果樹試験
場県北分場（現 徳島県立農林水産総合技術支援セン
ター果樹研究所県北分場）．
特性検定試験実施機関（機関名は特性検定試験終了
時の名称） ：北海道立中央農業試験場（現 地方独立
行政法人 北海道立総合研究機構農業研究本部中央農
業試験場） ；黒星病，青森県りんご試験場（現 地方
独立行政法人 青森県産業技術センターりんご研究
所） ；斑点落葉病．
本品種の育成に関与した当研究所の担当者は以下の
とおりである．
育成担当者（担当期間） ：副島淳一 (1991年6月～
1997年3月），吉田義雄 (1976年4月~1986年9月），羽
生田忠敬 (1976年4月~1984年9月），別所英男 (1982
年4月~1996年3月），増田哲男 (1982年4月~1991年3
月） ，小森貞男 (1986年10月~1997年3月），土屋七郎
(1976年4月~1976年8月， 1986年10月~1991年2月），
伊藤祐司 (1991年4月~1996年3月），真田哲朗 (1976
年4月~1981年7月），阿部和幸 (1996年4月~1997年3
月），樫村芳記 (1981年4月~1982年3月），古藤田信博
(1996年8月~1997年3月）
特性の概要
1 . 育成地の成績に基づく特性
育成地（岩手県盛岡市）における特性調査は育成系
統適応性検定試験 • 特性検定試験調査方法（農林水産
省果樹試験場， 1984, 1994)および種苗法による品種
登録のためのりんご特性審査基準（農林水産省農産園
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芸局（現 農林水産省食料産業局））に従って行った．
樹性および結実特性に関わる調査結果については，樹
齢を経て果実形質の安定性が増したと考えられる 1994
~ 1996年 (6~8年生樹）の3か年の平均値を示した．
樹，花および果実の形態的特性は1996年のデータを示
した．
1)樹性および結実性
‘きたろう＇は二倍体品種で，樹勢は「中」，新梢の
発生は「密」で，樹姿は開張性を呈する (Fig.2). 枝梢
の太さおよび節間長は「中」で，皮目は大きく ，多い．
短果枝の着生量は中程度で，腋花芽の着生は多い．葉
身の形は円形，大きさ（葉身長）は「中」，緑色で，鈍
鋸歯を有する．た＜葉の形は鎌形，長さは「短」，葉柄
の長さおよび太さは「中」である発芽日は4月中旬で，
‘ふじ＇より 2日程度遅い．開花期は5月中～下旬で，
‘ゴールデン ・デリシャス’および‘ふじ’より 4~5日
遅れる (Table1). 1花叢当たりの花数は4~6花，花の
大きさは「中」，単弁で花弁数は5枚，花弁の形は卵形，
開花直前の蕃の色は濃桃色，開花時の花弁の色は白色
を呈する．開蒟前の約の色は淡黄色で，花粉の量は豊
富である．開花期は‘ふじ’より遅いため，‘ふじ’に
対する授粉樹としての利用には適さない．
育成地における果実の成熟期は10月中旬で， ‘ゴー ル
デン ・デリシャス’より 1週間程度早い (Table1). 収
量性は中程度であるが，着果過多になると隔年結果し
Fig. 2 Bearing tree of'Kitaro'on JM 1 (8-years-old). 
Table 1. Tree and fruit characteristics of'Kitaro'compared to'Golden Delicious'and'Fuji'at Morioka z_ 
Date of full Date of Productivity 
Mean fruit 
Color value Area and position of 
Cul ti var/rootstock weight General shape Over color 
bloom harvest (g) byJHSC' russet 
Light greemsh yellow Medium on cheeks, 
Kitaro/M.26 May21 Oct. 16 Moderate 266 Oblate with dull pink blush on 2904, 0412 many around calyx 
exposed side end 
Golden Delicious/M.26 May16 Oct. 23 High 260 
Short round Light yellow 2209 
Medium on cheeks 
conical and calyx end 
Fuji/M.26 May 17 Nov. 9 High 310 Round Red striped 0415 
Absent to small on 
cheeks 
Table 1. (Continued) 
Flesh Soluble solids 
Acidity' 
Duration of V 
Cultivar/rootstock firmness Texture Juiciness content storage w Shelf life Rem江 ks
Obs) (Brix,%) (g/lOOml) (days) (days) 
Kitaro/M.26 15.7 
Slightly 
Juicy 15.7 0.51 85 30 
Few・medium cracking at the 
coarse stem end, preharvest drop 
Golden Delicious/M.26 15.0 Fine Juicy 14.4 0.63 
Fuji/M.26 16.1 Fine Juicy 14.5 0.39 120 60 Few cracking at the stem end 
'Average of 1994 to 1996. 
'JHSC: Japanese Horticultural Plant Standard Color Chart. 
1 Titratable acidity as malic acid. 
w Kept in a refrigerator. 
v Kept in room condition. 
、
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やすい傾向がある．収穫前落果がやや多い．
主要病害の中で，斑点落葉病には抵抗性，黒星病に
は罹病性である．慣行防除を実施すれば，その他の病
害虫について特に問題となるものは認められていない．
リンゴを含む多くのバラ科果樹の交雑和合性はS遺伝
子によって支配されていることが知られている (Crane
and Lawrence, 1929). 本品種のS遺伝子型は5':iSgであり
(Matsumoto et al., 2007; 松本， 2008), 交雑試験の結果か
ら本品種と同一の遺伝子型を有する‘ハックナイン',
‘はつあき'''世界一＇とは交雑不 和合であることが確
認されたまた，‘夏緑’および‘陽光＇とも交雑不和
合性を示すと推定されるが，それらを除く ‘つがる',
‘ふじ＇等の主要経済品種とは交雑和合である．自家結
実性は認められない (Table2). 
や脂質の発生が認められる．がくあ部にはさびの発生
が目立ち，果面にも中程度のさびが発生しやすい傾向
があることから，外観はやや劣る．果梗の長さは「長」，
太さは「やや太」，肉こうの有無は「無」である．年に
より，こうあ部にやや裂果を生じる場合がある．
2)果実特性
M.26台利用樹における果実の特性調査結果をTable1 
に，果実写真をFig.3に示した．
果実の大きさは平均266gで， ‘ゴールデン ・デリシ
ャス’と同程度である．果形は扁円形で，王冠の程度
は「中」，がくの開閉は「開」，がくあの深さは「中」，
広さは「広」，こうあの深さは「中」，広さは「広」で
ある．果皮色は浅緑黄色（日本園芸植物標準色票値
2904)であるが，陽光面は淡紅色（日本園芸植物標準
色票値0412)に着色しやすい．果点の大きさおよび密
度は「中」，スカーフスキンは「無」，果皮の脂質およ
び粗滑の程度は「中」であり，過熟になると果面にや
果心の形は円錐形で，大きさは「小」である．果肉
の色は黄色で，切り口は褐変しやすい．果肉の硬度は
15.7 lbsと硬く ，きめは「やや粗」である．果汁が多く，
香気は少ない糖度 (Brix)は15.7%と高く ，滴定酸含
量（リンゴ酸換算）は0.51g/ 100 ml前後を示し，廿酸
適和で食味は濃厚である．渋味は無い．通常果肉に蜜
は入らないが，年によっては完熟果に少量の発生が認
められる場合もある．種子の形は倒卵形で，大きさは
「大」である．果実は冷蔵で85日，常温で30日間程度の
Fig. 3 Fruiting shoots of'Kitaro' 
Table 2. Cross compatibility of'Kitaro'. 
早(Senot eり 81(S enot e z) Fruit set (%) Cross compatibility 
Kitaro(S 38 9) Akagi(S 3ふ） 72 Compatible 
Kitaro(S389) Akane(S7824) 77 Compatible 
Kitaro(S 38 9) Sansa(S 5ふ） 100 Compatible 
Kitaro(S 38 9) Shinsekai(S 1ふ） 83 Compatible 
Kitaro(S389) Tsugaru(S3ふ） 90 Compatible 
Fuji(S189) Kitaro(S389) 50 Compatible 
Golden Delicious(S 2ふ） Ki taro(S 3 S 9) 75 Compatible 
Jonathan(S789) Kitaro(S389) 90 C ompat1ble 
McIntosh(S 10 S 25) Ki taro(Sふ） 88 Compatible 
Orin(S287) Kitaro(S389) 100 Compatible 
Sensyu(S1B7) Kitaro(S389) 80 Compatible 
Starking Delicious(89828) Kitaro(8389) 100 Compatible 
'―--------------------------------------------------------Kitaro(8389) Kitaro(8389) 0 Incompatible 
Hacnine(81凡89) Ki taro(8 3 8 9) 0 Incompatible 
Hatsuaki(8 3 8 9) Ki taro(8 3 8 9) 5 Incompatible 
Sekaiichi(8389) Kitaro(8389) 0 Incompatible 
z Cited from Matsumoto (2008). 
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貯蔵が可能である．収穫後20℃の室内に20日間置いた
場合の硬度低下の割合は，‘ゴールデン ・デリシャス'
の32.3%に対して‘きたろう ＇は‘ふじ＇と同程度の
13.1 %の低下にとどまり (lwanamiet al., 2004),'きた
ろう＇の日持ち性は比較的優れていると考えられる ．
心かびの発生はほとんど認められない
を1994~ 1996年度果樹系統適応性 • 特性検定試験成績
検討会資料（寒冷地果樹）から要約した．
1)樹性および結実性
Table 3に結果を示した樹姿は5場所で開張性また
はやや開張性，2場所でやや立性と評価されたが，樹齢
を経るに従って開張性に近づくと考えられる．樹勢は2
場所で「強」または「やや強」， 12場所で「中」， 2場所
で「弱」または「やや弱」と判定されたことから，中
2 系統適応性• 特性検定試験における試作の結果
気象条件や土壌条件が異なる各地における試験結果
Table 3. Tree and bearing characteristics of'Kitaro'compared with'Tsugaru','Sensyu','Jonagold','Hacnine','Yoko' 
or'Fuji'in the regional trial (Mean of 1994-1996). 
Location 
Number of 
Date of 
(City or Cul tivar Rootstock 
Tree Tree shape Tree vigor 
Number of axillary Leafing full Pred harvest Productivity 
town) 
age spurs flower date bloom rop 
buds 
Hokkaido Kitaro M.26 6.0 Spreading Medium Medium Many Apr. 25 Jun 2 Few High 
(Sapporo) Taugaru M26 14.0 Spreading Medium Few Medium Apr 24 M● y 28 Many Medium 
Hacmne M26 14.0 Spree ding 
Slightly 
Medium Many Apr 23 May 28 Ab● ent Medium 
strong 
Slightly Medium Fuji M 26 13.0 Spreading Medium Apr. 25 May29 Absent Medium 
---------------------------------.. ------------------strong .... ---------------------... --------------------------------.. 
Hokkaido 
(Naganuma) 
Kitaro M.26 7.0 Apr. 26 Jun 3 
Few-
medium 
Tsugaru M.26 15.0 ・ ・ ・ - Apr. 25 May 31 Few --------------------------------------------------------------
Aomori JGtaro M.26EMLA 7.0 
Spreading・ 
(Kuroishi) 
Medium Medium Many Apr. 15 May 18 
intermediate' 
Teugaru M.26EMLA 10.0 Spreading Medium ・ • Apr. 12 May 16 
Fuji'M.26EMLA 10.0・ ・ ・ ・ . Apr. 19 May 21 ・ -----------------------------------------------------------------
Iwate 恥taro M.26EMLA 7.0 Spreading Medium Medium Many Apr. 16 May 21 Medium High 
(Morioka) Ab● ent -
Jonagold 1 M.26 14.5 Spreading Medium Many Many Apr. 13 May 18 High 
Iwate 
(Kitakami) 
Fuji' M.26 
Ki taro M.26EMLA 
Tsugaru M.9 
10.5 Spreading Strong Medium Many Apr. 14 May 18 
6.0 
19.0 
Slightly 
upright 
Slightly 
spreading 
Medium 
Medium 
Medium Medium Apr. 12 May 17 
Medium Medium Apr. 10 May 14 
few 
Absent • 
few 
High 
Me<lium Medium 
Many Medium 
Slightly 
Fuji M.26 . 19.0 Medium Medium Medium Apr. 11 May 15 Few Medium upright -------------------------------------------------------------------
M1yagi Kitaro M.9A 7.0 Intermediate Medium Medium Medium Apr 4 May 10 Medium Medium 
(No tori) Tsugaru M26 12.0 lntermedtate Medium Medium Medium Mar. 31 May 7 Many Medium 
Jonagold Y M 26 12.5 Intermediate Medium 
Slightly Slightly Apr. 10 May 6 
Absent-
High 
many many few 
Fuji' Marubakaido 20.5 Intermediate Medium Medium Medium Apr. 3 May 10 
Absent - Slightly 
few hiih 
・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ 
Akita 
K.itaro 
M 26/Maru-
7.0 I ntermed,ate 
Shghtly 
Many Apr. 11 May 14 
Slightly 
Medium 
(Yokote) bakaido strong many 
Tsugaru M 26 11.0 Medium Apr 11 May 13 Many 
Sensyu M.26 16.0 Few Apr. 12 May 14 Medium 
Fuji M.26 11 0 Many Apr. 11 May 13 
Absent -
few 
Akita Kitaro Marubakaido 7 0 Apr. 14 May 19 Few Medium 
(Kazuno) Tsugaru冨 M.26 11.0 Apr. 23 May24 Many Medium 
Sensyu M.26 16.0 Apr 18 May20 
Absent -
Medium 
few 
Jonagold鵞 M.26 17.0 Apr. 23 May 26 Absent High 
Fuji重 M.26 17.0 Apr. 24 May 26 Absent Medium 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 
Yamagata Kitaro Mitsubakaido 7.0 Intermediate Medium Medium Few Apr. 6 May 13 Few 
(Sagae) Tsugaru Miteubakaido 28.0 Intermediate Medium Many Medium Apr. 6 May 10 Medium 
Sensyu Mitsubakaido 20.0 Spreading Medium Few Few Apr. 6 May 13 Few 
Jonagold M.26 17.0 Spreading Medium Medium Few Apr. 5 May 9 
Absent -
few 
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庸であると考えられる．短果枝の着生程度は2場所で
「多」， 12場所で「中」と判定され，中庸であると考え
られる．腋花芽の着生は4場所で「多」， 3場所で「中」，
4場所で「少」と評価された．発芽日は場所によって4
月2日~4月26日の範囲にあった．全場所平均は4月11
日で，‘きたろう’の発芽日は‘つがる’より 1.5日，
Table 3. Continued. 
Location 
(City or 
town) 
Cultivar 
Fukushima Ki taro 
(Fukushima) 
Tsugaru 
Sensyu 
Jonagold 
Rootstock 
M.26 
M.26 
M.26 
M26 
Tree Tree shape 
age 
7.0 Intermediate 
19 0 Intermediate 
17 0 Intermediate 
19 0 Spreading 
Tree vigor 
Medium 
Medium 
Medium 
Medium 
Number of 
Number of axillary 
spurs flower 
buds 
Medium Few 
Medium Medium 
Medium Few 
Slightly 
Medium 
many 
Leafing 
date 
Apr. 2 
Mar. 31 
Apr. 1 
Mar 30 
Date of 
ful 
bloom 
May 4 
Apr. 30 
May 3 
May 1 
Preharvest 
drop 
Slightly 
many 
Many 
Meclium 
Medium 
Productivity 
High 
Medium 
Medium 
● ---------------- ------------- - ----------------------- - ------------------ ------------ --- - - --- ----------------------------
Fukushima Ki taro M.26 7.0 Intermediate Medium Apr. 4 May 11 Medium 
(Aizubange) 
Jonagold M.26 22.0 Intermediate 
Slightly 
strong 
Apr. 3 May 8 Few 
Fuji Mitsubakaido 26.0 Intermediate Medium - Apr. 4 May 9 Absent ---------------------------------------------------------------
Tochigi宣 Ki taro 
(Utsunomiya) 
M.26 6.0 Intermediate 
Sensyu M.26 6.0 Intermediate 
Yoko M.26 6.0 Intermediate 
Fuji M .26 6.0 I ntermed1ate 
Slightly 
weak 
Medium 
Medium 
Slightly 
strong 
Medium 
Few 
Few 
Medium Apr. 16 May 8 
Few Apr. 8 May 8 
Few Apr. 9 May 7 
Few 
Absent 
Absent 
Medium Few Apr. 9 May 10 Ab● ent 
響・-・-・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-----・・・・・・・・・・・-・----------・------・--・-・・・・・・ ・ ・・・・・・・-・・・-・・-
Gunma 
(Numata) 
Ki taro M.26 7 .0 Spreading Medium Many Apr. 6 May 5 
Slightly 
many 
Medium 
Slightly 
Tsugaru M.26 10.0 Spreading Medium Medium ・ Apr. 6 May 4 High many 
Fuji M.26 10.0 Intermediate Strong Many • Apr. 6 May 3 Few High ---------------------------------------------------------------
Yamanashi • Kitaro M.26 5.0 Intermediate Medium ・ ・ ・ Apr. 24 
(Y amanash1) Tsugaru M.9 10.0 Intermediate Medium -• • Apr. 24 
Fuji M.9 10.0 I ntermed,ate Strong - - • Apr. 25• -------------------------------------------------------------
Nagano Ki taro M.26EMLA 6.0 
Slightly Medium Medium 
Slightly Apr. 11 May 8 Many 
(Suzaka) upright many 
Tsugaru M.26EMLA 16.0 Intermediate Medium Medium Medium Apr. 7 May 6 
Slightly 
High 
many 
Sensyu M.26EMLA 80 
Slightly Medium Few Medium Apr. 10 May 9 Medium Medium 
● preading 
M.26EMLA 8.0 Intermediate Medium Medium 
Shghtly Absent Fuji Apr. 10 May 8 High 
--------------------------------------------------------------------------many ------------------------------------------
Nagano Kitaro M.26 6.0 • Medium ・ ・ Apr. 4 May 4 Many 
(Shimoina) Tsugaru M.26 . . Medium . . Apr. 3 May 3 Many 
Sensyu M.26 • • Medium• • Apr. 4 May 4 Medium 
---------------------------------------------------・ー・------------------------------------------------------Toyama Kitaro Marubakaido 7.0 Spreading Medium Medium Few Apr. 2 May 1 Many Medium 
(Uozu) Sensyu Marubakaido 18.0 Intermediate Medium Many Few Apr. 1 May 1 Few Medium 
Yoko Marubakaido 23.0 Spreading Medium 
Slightly 
many 
Few Apr. 1 Apr. 30 Few Medium 
----------------------------------------------------------------------------・ー・------------------------------------Ishikawa 
(Kanazawa) 
Ki taro 
M.26EMLAI 
Seedling 
7.0 Intermediate Weak Medium Few Apr. 7 May 5 Many Medium 
Sensyu M.26 10.0 Intermediate Medium Medium Few Apr. 4 May 2 Absent Medium 
------ - ----------------------------------------- --- -- - --- - ----- -—ー・・ ・・ ー ・・ ----- - --- - ----------------------・・--------- - ------·Tokushima• Ki taro M.26 
(Kamiita) 
Average Kitaro (17)• 
Average'Tsugaru (12) u 
Sensyu (9)• 
Jonagold (6)• 
Fuji (11)" 
6.0 Intermediate Medium Medium 
冨Intermediatebetween upright and spreading. 
1 Data of 1995 and 1996. 
置Dataof 1996. 
w Data of 1995. 
• Data of 1994. 
u Number of locations in which performance data were averaged. 
• Average gap of day before'Kitaro'. 
Apr. 24 
Apr. 11 May 13 
1.5 2.5 
0.9 0.2 
07 3.3 
0.9 1.8 
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‘ふじ’より 0.9日遅かった．満開日は4月24日~6月3
日の範囲にあった全場所平均は5月13日で，‘つがる'
より 2.5日，‘ふじ’より 1.5日遅れる傾向が認められた．
全体的に収穫前落果しやすいことが指摘されている
が，その程度は北海道では少なく ，暖地の各場所で多
かった収量性に関しては2場所で「高」， 7場所で「中」
と判定されたことから，中程度以上であると考えられ
る．
斑点落葉病に関する青森県りんご試験場（現 地方
独立行政法人 青森県産業技術センターりんご研究所）
および黒星病に関する 北海道立中央農業試験場（現
地方独立行政法人 北海道立総合研究機構農業研究本
部中央農業試験場）の特性検定試験における病害抵抗
性検定試験結果をTable4に示した． リンゴの主要病害
である斑点落葉病に対しては，圃場検定および病原菌
接種試験の結果から ‘ふじ’より強い抵抗性を有する
ことが明らかにされた．一方，黒星病に対しては罹病
性で，‘つがる’より発生が多い傾向にあったことから，
その防除には留意する必要がある．
2)果実特性
Table 5に試験結果を示した果実の成熟期は徳島県
上板町で9月上旬，群馬県沼田市，長野県須坂市および
下伊那市，富山県魚津市，石川県金沢市で9月下旬，青
森県黒石市，岩手県北上市，宮城県名取市，山形県寒
河江市，福島県福島市および会津坂下町， 栃木県宇都
宮市で10月上旬，岩手県盛岡市，秋田県横手市および
鹿角市で10月中旬， 北海道札幌市および長沼町では1
月上旬で，‘つがる’より 20~30日遅かった．
果皮色は黄色であるが，陽光面は淡紅色に着色し， 北
海道ではこの程度が大きく，果皮全面が淡紅色に着色
しやすいことが指摘された．
果実の大きさは場所によって240~369g, 平均292g 
で，‘つがる’や‘千秋’とほぼ同等であった．果形は
8場所で扁円形ないし円形，7場所で扁円形， 3場所で扁
円形ないし円筒形と判定された．がくあ部，こうあ部
または果面にさびが発生しやすいことが指摘され，発
生程度は6場所で「少」，2場所で「少」～「中」，9場所
で「中」， 1場所で「中」～「多」と判定された．果面
における「少」～「中」程度の脂質の発生が8場所から
指摘されたまた，こうあ部における裂果の発生につ
いて，8場所で「無」， 1場所で「少」～「中」， 4場所で
「中」， 1場所で「多」と判定され，地域や年次によりこ
うあ部裂果が発生する場合があると考えられる．
硬度は12.1~17.0lbsの範囲で，平均14.5lbsを示し，
‘ふじ＇ とほぼ同程度であった．糖度 (Brix)は富山県
と徳島県でやや低かったが，それ以外の地域において
は12.8~15.7%, 全場所平均は13.8%を示した．一方，
滴定酸含量（リンゴ酸換算）は0.29~ 0.59 g/100 ml, 平
均0.43g/100 mlを示し，廿酸適和で食味良好と評価する
ところが多かった 日持ち性は冷蔵で60~85日，常温
で10~50日と判定された．貯蔵試験の実施事例は少な
いため， 日持ち性についてはさらに検討を要するが，
‘ジョナゴールド’よりやや長く，中生品種としては比
較的優れていると考えられる．
3 適地および栽培上の留意点
東北北部および北海道で10月~11月上旬に収穫でき
る黄色の実用品種は少なく，本品種の存在は有用であ
ると考えられる．黄色リンゴであるため，着色向上の
ための葉摘みは不要で，省力栽培に適している．
本品種は東北地方以南では収穫前落果がやや多いこ
とから，収穫遅れにならないように注意し，落果防止
剤の散布によって落果防止に努める必要がある．一方，
Table 4. Resistance of'Kitaro'to Alternaria leaf spot and scab. 
Field determination' lnoculat,on test y 
Disease Cultivar Percentage of Degree of Percentage of Degree of Tested/determined Stn. 
infected leaves infectionエ infected leaves infection w 
Alternaria leaf Kitaro 3.5 0.9 20.0 3.3 Aomori Apple Exp. Stn. 
spot Tsugaru 3.6 0.6 ゜ ゜Fuji 22.2 3.9 53.3 20.0 St紅 kingDelicious 62・8 15・1 100 65・6 
Scab Kitaro 34.9 14.1 ＋ Hokkaido Central Agr. 
Sansa ゜ ゜ 士 Exp. Stn. Tsugaru 25.5 11.3 ＋ 
z Average of 1994 -1996. 
'Data taken in 1996. 
• Alternaria leaf spot: E(Index of infection x Number of infected leaves)/(6 x Number of determined or tested leaves) x 100. 
Scab: E(Index of infection x Number of infected leaves)/(3 x Number of determined or tested leaves) x 100. 
w Alternaria leaf spot: E(Index of infection x Number of infected leaves)/(Number of determined or tested leaves x 6) x 100 . 
Scab: +=extensive sporulating lesions: ±=restricted sparsely sporulating lesions: ・=no sporulation. 
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北海道では収穫前落果は少ないことから，落果防止剤
の散布は不要であると考えられる．
果面さびの発生やこうあ部裂果が発生しやすい欠点
を有していることから，市場流通の面では不利である
が，食味の良さから地場消費用と しての普及が期待さ
れる．
北海道においては晩生種の‘ふじ＇は完熟に至らず ，
良品生産が困難であるという理由から，代わりに，食
味が優れ，貯蔵性がある本品種が ‘シナノゴール ド'
とともに冬期間に販売できるリンゴ品種として期待さ
れている（来嶋 ・稲川， 2008).現在のところ栽培面積
は小さいが，増毛郡増毛町， 有珠郡壮瞥町等では主に
地場消費用に生産が行われている（小坂 ・村松私信，
2010). 
?
要
1.'きたろう ＇は果樹試験場盛岡支場（現 果樹研
Table 5. Fruit charcteristics of'Kitaro'compared with'Tsugaru','Sensyu','Jonagold','Hacnine','Yoko'or'Fuji'in 
the regional trial (Mean of 1994 -1996). 
Location 
Mean Soluble D urat1． on 
Rootstock Tree Date of fru1t General Russet 
Grea • i• Cracking Fleah solids Ac1d1ty I of Shelf 
(City or Cultivar ness of at fu． mness )" life重
town) 
age harvest weight ahape ki t d (lb) content (g/100ml) storage (d•l 
(g) Area Po● ition 
s n s em en s (Bnx, %) (days) ay 
Hokkaido Kitaro M.26 6.0 Nov 4 248 Oblate Small Calyx end Absent Absent 14.7 15 2 0 57 50 
(Sapporo) Tsugaru M.26 14 0 S● p 24 254 Round Abeent Weak Absent 13、5 13 4 0 34 20 
Hacnine M.26 
Oblong Stem and Md r • ., 12.2 13.0 0 57 30 14 0 Oct. 30 296 -cylindrical Small calyx end o erate 
Fuji M.26 13 0 Nov 7 234 Round Few 
Stem end, Ab Few 16.6 13 7 0 60 30 cheeks sent 
Hokkoido 
Kitoro 
(Naganuma) 
Teugaru M.26 15.0 Oct. 3 255 • Absent 13.7 13.8 0.31 -------------------------------------------------------------------------------・---------------------------------------
Aomori M.26 Oblate Small• Stem end, 
Kitaro 
EMLA 
7.0 Oct. 9 369 Absent Abeent 15.2 14.3 0.45 75 (Kuroishi) • round medium cheeks 
M.26 
Tsugaru EMLA 
Fuji曾
・----
Iwate 
(Morioka) 
Kitaro 
M.26 
M.26 
EMLA -----
M.26 
EMLA 
Jonagold • M.26 
Tsugaru M.9 
Fuji 
Akita 
(Kazuno) 
Kitaro 
Maruba-
kaido 
7 .0 Nov. I 247 
10.0 Sep. 16 316 
10.0 Nov. 12 279 
7 .0 Oct. 16 266 
14.5 Oct. 26 302 
Yamagata 
Kitaro 
Mit● uba-
7 o Oct 8 285 
(Sag● e) kaido 
Tsugaru Mitsuba- 280 S 9 309 kaido . ep 
Senayu Mitauba- 200 Oct I 297 
kaido 
Jonagold M 26 17 o Oct 8 362 
Oblate 
• cylindrical 
Medium Stem end Weak 
Round 
• oblong 
Small Stem end 
Round Absent 
Obi● te Medium 
Whole 
skin 
Round 
• cylindrical 
Absent 
19.5 Sep. 18 311 Cylindrical Small Stem end 
M.26 19.6 Nov. 13 349 Oblate Small 
Whole 
,kin 
Obi● te 
-come 
Small 
akin 
Whole 
Round Small Stem end 
Round 
Few Stem end 
Round Small Stem end 
Weak 
Few 14.6 
Absent 14.3 
Absent 15.7 
Weak Medium 15.7 
Moderate Absent 16.2 
Medium 13.4 
14.8 0,53 60 21 
13.6 0.27 
13.6 0.31 
15.7 0.61 
01 24 
． 0 
9 
24 1 
29q 
26 1 
t n 
． ．  A 
7.0 Oct. 20 304 Oblate M di Whole Weak Medium 14 6 13 3 0 45 e um 日kin
11.0 Sep. 26 231 Round Medium Stem end Strong Ab●● nt 12 1 131 0 29 
160 Oct 6 296 Conic Small Stem end Moderate Abeent 13.4 13.4 0.56 
17 0 Oct 23 345 Round Small Stem end Moderate Absent 14,6 140 0.62 
Aboent 12.4 13.9 0.26 
????
??
??
?
?
?????????． ．??
85 30 
14.2 0.69 60 20 
Fuji• M.26 10.5 Nov. 10 315 Round Absent • Absent Absent 17 .1 15.0 0.42 120 60 
--・-・-・・-・----------・------------------------------------------------------・--・、....-. -.-―・- ・ー.-.. ----.. --Iwate• M.26 Oblate 6.0 Oet. 8 274 Small Calyx end • Aboent 15.9 14.3 0.49 
(Kitakami) 
Kitaro EMLA 、 • round 
Miyogi 
Kitaro M 9A 7 o Oct. 9 299 Oblate Small - Stem end, Weak Few 14 5 13 9 0.42 
(Natori) ~cylindrical medium cheeks 
Teugaru M.26 12.0 Sep. 12 301 Round Small Stem end Moderate Absent 12.0 12 2 0.26 -cylindrical 
Jonagold• M.26 12.5 Oct. 22 350 Round Absent Strong Ab●● nt 14.9 13 5 0 62 
Maruba-
Fuji. kaido 20 6 Nov 16 281 Round Ahoent Absent Aboent 15 7 15 6 0 38 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Akita M.26/Ma-
(Yokote) 
Kitaro 
rubakaido 
7.0 Oct. 13 314 
Tsugaru M.26 I 1.0 Sep. 16 330 
Sensyu M.26 16.0 Oct. I 331 
Fuji M.26 11.0 Nov. 12 366 Round Smal Stem end Absent Absent 16.1 14.7 0.42 - -
-----囀.---―------------------------------------------------------------------------------------------------------・ 
Oblate Medium Whole Absent Ab11ent 15 4 14 I 0 42 60 21 
• round sk111 ． 
Round Medium Stem end Moderate Aboent 12 6 12 7 0.27 
Oblong Few Stem end Moderate Ab騒ent 13.Z 12.5 0.42 ・com． e
Tsugaru• M.26 
Senayu M.26 
Jonagold'M.26 
Fuji • M.26 17.0 Nov. 13 272 Round Small Cheek■ Absent Absent 15.7 14.3 0.49 - -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
13.6 0.40 
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究所リンゴ研究拠点）において 1976年に‘ふじ'
に‘はつあき＇を交雑して得た実生から選抜され
た，中生で食味の良い二倍体の黄リンゴ品種であ
る. 1986年に一次選抜し，1989年からリンゴ盛岡
52 号の系統名を付けてリンゴ第4 回系統適応性 • 特
性検定試験に供試した．その結果， 1997年8月19
日付けで‘きたろう＇と命名され， りんご農林12
号として公表された．また， 2000年7月31日付け
で種苗法に基づき登録番号第8222号として品種登
録された
Table 5. Continued. 
Locaいon
(City or 
town) 
Mean 
Cultivar Root● tock 
Tree Date of fruit 
age harve● t weight 
(g) 
General 
shape 
Ru●● et Grea●1・
ne●● of 
,kin 
Area Position 
Duration 
Cracking Flesh 
Soluble 
Shelf 
at r solids Acidity• of irmnees life冨
stem end (lbs) content (g/lOOml) storage' 
(Bri,, %) (day,) (day•) 
Fukushima K1taro M.26 7.0 Oct. 2 318 
Oblate 
(Fukuohima) • round 
Tsugaru M 26 19.0 Sep 5 306 Round 
Sensyu M 26 17.0 Sep 30 311 
Round 
-conic 
Tochigi• Kitaro M.26 
(Utounomi・Sen釘u M.26 
ya) Yoko M.26 
Medium C● lyx end Moderate Medium 13.5 13.7 0.37 14 
Small Stem end 
Small Stem end 
6.0 Oct. 1 271 Oblate Small Stem end 
6.0 Sep. 24 231 Oblate Small Caly,. end 
6.0 Oct. 11 260 Round Small Caly,. end 
??
?
????．．?????．．??????．??
Jonagold M.26 19.0 Oct. 16 393 Round Absent• • Aboent 13.2 13.2 0.44 . -----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Fukushima K.itaro M 26 7 O Oct. 10 369 Oblate Medium Whole Many 13 2 12 8 0 37 (Aizubange) -cylindrical okin 
Jonagold M 26 22 O Oct. 19 389 Round Absent Absent 13.1 13 5 0 38 
Fu1i 
Miteuba-
26 O Nov. 20 377 Round Abeent Absent 13 8 14 4 0.35 kaido 
Absent 12.1 15. 7 0.69 
Absent 10.6 13.8 0.49 
Aboent 12.6 13.5 0.40 
Fuji M.26 6.0 Nov. 15 332 Oblong Small Stem end - Ab●● nt JJ.2 16.0 0.46 - -----------------------------------------------------------------------------------------------------------
Gunma 
(Numata) 
Kitaro M.26 7.0 如p.28 268 
Tougaru M.26 10.0 Sep. 5 309 Round Medium Ste111 end Strong Absent 12.2 12.5 0.17 
Fuji M.26 10.0 Nov. 13 343 Round Small Stem end We● k Ab,ent 13.8 14.7 0.34・ ・ -----・-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------・ 
Yamanashi' Kitaro M.26 5.0 Sep. 29 261 Round Small Ste111 end Absent Absent 13.3 13.2 0.32 
(Yamanashi) 
Tougaru M.9 10.0 Aug. 22 240• Absent • Weak - 13.3 12.7 0.30 
Fuji M.9 10.0 Oct. 21 292• Aboent • Absent Absent 15.8 16.5 0.42• • 
----・----・----・--・-・----・----------・・---・・-・--・-・・--・・-・--・---・・---・--・・ ・・・・・・・-・・・-・・・-・・---・------------------------
Nagano 
(Suzaka) 
Kitaro M.26EMLA 6.0 
Nagano 
(Shimoina) 
Kitaro M.26 
Teugaru M.26 
Ishikawa 
(Kanazawa) 
Sensyu M.26 
函p.25 330 
Tougaru M.26EMLA 16.0 Sep. 2 310 Round Small Stem end Strong Absent 14.4 13.8 0,29 - 10 
Sen•yu M.26EMLA 8.0 Sep. 18 277 Conic Abeent - Moderate Ab●● nt 14.4 14.9 0.36 14 
Fuji M.26EMLA 8.0 Nov. 11 376 Round Absent - Weak Ab■ent 14.6 16.2 0.42 60 .ー-.ー―--・--・-・・・-・-・--・-・ー〇・-----・・-・-・-・----・-・-・-・・-・・-・-. ● ・・-・ - ・・・-- ・ - ・-- ・----・------- ----
6.0 Sep. 27 351 
Sep. 8 365 Round Small 
Stem● nd 
calyx end 
Kituo 
M.26EMLA 
/Seedling 
7.0 Sep. 25 282 
10.0 Sep. 25 282 
Oblate Stem and 
Medium Weak Absent 15.1 
• round cal~end 
Oblate 
-round 
Oblate 
, round 
Smal Calyx end Ab● en• 
Medium 
Whole 
okin 
Absent 16.1 
13.0 0.41 
14.6 0.39 
Few 14.3 14.3 0.38 
Aboent 12.3 13.3 0.25 
Senayu M.26 . Sep. 21 274 Conic Absent -• Absent 14.l 13.7 0 ,34• • -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Toyama u 
Kitaro 
Maruba・
7 0 Sep. 26 257 Obi● te Medium Wkhi ole Moderate Medium )3 6 JO 8 0 35 
(Uozu) kaido • n 
Maruba • 
180 S.,p.22 271 Conic Absent Moderate Absent 13 4 13 2 0 29 Sensy,, kaido 
Yoko 
Maruba-
23 o Oct. 15 348 Round Largo Caly,< end Absent Absent 14.4 13 6 0 32 
kaido 
10 
Oblate Medium 
Stem end Moderate Ab•ent 17.0 
-round -large 
Round 
Ab●● nt - Moderate Absent 12.8 -come 
14.6 0.44 14 
13.3 0.35 16 
Tokushima u Kitaro M26 6 O Sep. 6 240 Obl&te Small Stem end 
(Kamiita) 
Average Kitaro 6 6 Oct 6 292 
Tsugaru (13) • 14.6 Sep. 13 296 
Senoyu (9)• 13 9 Sep 26 285 
Jonagold (6)' 170 Oct.19 357 
Fuji (12)・ 13 6 Nov 10 318 
Few 14.0 11 3 0 29 
14 5 13 8 0 43 
12.8 13 I 0 26 
13 1 13 6 0.41 
14.3 13 9 0 51 
15.1 16.0 0.41 
• Titratable acidity•• malic acid content 
'Kept in a refrigerator 
• Kept in room condition. 
• Data of 1995 and 1996 
'Data of 1996. 
• Data of 1995 
• Data of I 994. ． Number of location● in which performance data were averaged 
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2. 樹勢は中庸で，樹姿は開張性～やや開張性を呈す
る．短果枝および腋花芽の着生量は中程度である．
開花期はやや遅く，‘ふじ’より 4日前後遅れる.s
遺伝子型はS~gであるため，同じS遺伝子型を有す
る‘世界一'''ハックナイン＇等の品種とは交雑
不和合であるが，それら以外の主要経済品種とは
和合である．収量性は中程度であるが，着果過多
になると隔年結果しやすい傾向がある．果実の成
熟期は育成地（岩手県盛岡市）では10月中旬で，
ゴールデン ・デリシャス’より 1週間程度早い．
収穫前落果がやや多い．斑点落葉病には抵抗性，
黒星病には罹病性である．
3. 果実の大きさは育成地では266gで， ‘ゴールデ
ン ・デリシャス＇と同程度である．果形は扁円形
で，果皮色は黄色であるが，陽光面は淡紅色に着
色する．果面さびが発生しやすいため，外観はや
や劣る．年により，こうあ部にやや裂果を生じる
場合がある．糖度 (Brix)は育成地では15.7%と高
く，滴定酸含量（リンゴ酸換算）は0.51g/ 100 ml 
前後を示し，廿酸適和で食味は濃厚である．肉質
はやや粗く，硬いが，果汁の量は多い．通常果肉
に蜜は入らないが，年によっては完熟果に少量の
発生が認められる場合もある．比較的日持ち性が
優れており，常温で30日，冷蔵で85日間程度の貯
蔵が可能である．
4. 北海道で，晩生種‘ふじ＇の良品生産が困難な地
域においては，貯蔵用リンゴとして本品種の生産
が期待されている．また，他の地域においても，
食味の良さから地場消費用としての普及が期待さ
れる．
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